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【
う
ら
へ
続
く
】

　

健
康
保
険
証
を
廃
止
し

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

一
本
化
。「
13
日
、河
野
デ

ジ
タ
ル
相
が
突
如
言
い
出

し
て
驚
い
た
」「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
は
任
意
取
得

大
軍
拡
で
な
く 

９
条
を
持
つ
国
の
平
和
外
交
を

が
原
則
な
の
に
事
実
上
の

強
制
だ
」「
カ
ー
ド
取
得
者

に
ポ
イ
ン
ト
付
与
と
か
、

地
方
交
付
税
で
自
治
体
に

圧
力
を
か
け
る
と
か
、
え

げ
つ
な
い
」「
オ
ン
ラ
イ
ン

の
反
対
署
名
が
始
ま
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
。「
８
日
、ク
リ
ミ
ア

大
橋
が
爆
破
さ
れ
た
」

「
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
よ
る
テ
ロ
攻

　

統
一
協
会
と
の
癒
着
で

問
わ
れ
る
の
は
首
相
自
身

の
姿
勢
で
す
。
志
位
氏
が

統
一
協
会
を
ど
う
認
識
し

て
い
る
の
か
と
問
う
と
、

岸
田
首
相
は
「
社
会
的
に

問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

団
体
」
と
従
来
の
説
明
を

繰
り
返
し
、
反
社
会
的
団

体
と
口
に
す
る
こ
と
を
避

け
ま
し
た
。
自
民
党
が
統

日
本
共
産
党
志
位
委
員
長
が
代
表
質
問
で

「
統
一
協
会
」
追
及

　
岸
田
首
相
は
質
問
に
答
え
ら
れ
ず

一
協
会
の
「
広
告
塔
」
に

な
っ
た
こ
と
が
被
害
を
深

「
関
係
を
断
つ
」と
表
明
し

ま
し
た
が
、
志
位
氏
は
行

動
が
伴
っ
て
い
な
い
と
批

判
し
、
５
点
を
提
起
し
ま

し
た
。
①
自
民
党
と
し
て

責
任
あ
る
調
査
②
政
府
と

し
て
責
任
あ
る
調
査
③
統

一
協
会
の
名
称
変
更
で
行

政
が
ゆ
が
め
ら
れ
た
疑
惑

調
査
④
安
倍
氏
の
調
査
⑤

半
世
紀
以
上
に
わ
た
る
自

ノーベル物理学賞
　「量子もつれ」３氏に
　実験手法に画期的成果

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
４
日
、

２
０
２
２
年
の
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
を
「
量
子
も
つ

れ
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
に

か
か
わ
る
画
期
的
な
実
験

手
法
を
開
拓
し
た
仏
エ

コ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ー

ク
の
ア
ラ
ン
・
ア
ス
ペ
教

授
、
米
国
の
物
理
学
者

ジ
ョ
ン
・
ク
ラ
ウ
ザ
ー
博

士
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
ア
ン
ト

ン
・
ツ
ァ
イ
リ
ン
ガ
ー
教

授
の
３
氏
に
贈
る
と
発
表

し
ま
し
た
。

　

量
子
も
つ
れ
と
は
、
量

子
の
世
界
の
不
思
議
な
現

象
の
一
つ
。“
双
子
”の
よ

う
な
関
係
に
あ
る
２
個
の

量
子
が
、
ど
ん
な
に
離
れ

て
い
て
も
、
片
方
の
量
子

が
受
け
た
操
作
の
影
響
が

も
う
一
方
の
量
子
に
瞬
時

に
伝
わ
る
性
質
の
こ
と
で

す
。

　

３
氏
の
研
究
成
果
は
、

現
在
、
世
界
中
で
開
発
研

究
が
進
ん
で
い
る
量
子
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
量
子
暗

号
通
信
な
ど
、
量
子
技
術

の
新
時
代
の
基
礎
を
築
き

ま
し
た
。

民
党
と
の
歴
史
的
癒
着
の

調
査
―
で
す
。
首
相
は
す

べ
て
拒
否
し
ま
し
た
。
過

去
に
フ
タ
を
し
、
今
後
関

係
し
な
い
と
言
っ
て
も
説

得
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

志
位
氏
が
、
統
一
協
会

に
つ
い
て
宗
教
法
人
法
に

基
づ
く
解
散
命
令
を
請
求

す
る
よ
う
に
迫
っ
て
も
、

首
相
は
「
慎
重
に
判
断
」

と
消
極
的
な
姿
勢
で
す
。

統
一
協
会
に
特
権
を
与
え
、

優
遇
す
る
こ
と
は
直
ち
に

や
め
る
べ
き
で
す
。

刻
化
さ
せ
た
こ
と
に
も
反

省
を
示
し
ま
せ
ん
。

　

首
相
は
統
一
協
会
と

撃
と
主
張
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

全
土
に
報
復
の
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
し
た
」「
国
連
総
会
で

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
４

州
併
合
を
違
法
・
無
効
と

す
る
決
議
を
１
４
３
カ
国
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

の
賛
成
で
採
択
し
た
」「
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

の
撤
退
も
求
め
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

物
価
値
上
げ
が
止
ま
ら

な
い
。「
お
店
や
動
物
園
、

イ
ベ
ン
ト
、
お
客
を
相
手

に
す
る
と
こ
ろ
は
、
値
上

げ
す
る
と
客
離
れ
が
怖
い

と
追
い
詰
め
ら
れ
て
い

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
11
日
、外
国
人
観
光
客
の

個
人
旅
行
な
ど
水
際
対
策

開
拓
し
た
３
氏
」「
平
和
賞

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
、

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
人
権
団
体

と
活
動
家
に
決
ま
っ
た
」

「
文
学
賞
は
、フ
ラ
ン
ス
の

ア
ニ
ー
エ
ル
ノ
ー
氏
。
自

伝
小
説
が
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

世
界
卓
球
団
体
戦
。「
女

子
は
決
勝
で
中
国
に
３

－

０
で
敗
れ
、
４
大
会
連
続

の
銀
メ
ダ
ル
。
世
界
ラ
ン

ク
１
位
の
中
国
と
は
実
力

の
差
を
感
じ
た
」「
男
子
は

９
連
覇
中
の
中
国
と
の
準

決
勝
で
敗
れ
銅
メ
ダ
ル
」

「
張
本
選
手
は
中
国
の
強

　
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」受
付

シ
ス
テ
ム
導
入
の
原
則
義

務
化
を
め
ぐ
り
、
全
国
保

険
医
団
体
連
合
会
（
保
団

連
）
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
、
約
８
割
の
医
療
機
関

が
反
対
し
て
い
ま
す
（
回

答
数
４
８
９
件
、
回
答
率

約
12
％
）。
現
役
の
医
師
・

マイナ保険証受付システム

　義務化「反対」８割

　

文
科
省
は
１
日
、
組
織
、

施
設
な
ど
の
最
低
水
準
を

定
め
た
大
学
設
置
基
準

（
省
令
）
を
改
定
し
ま
し

た
。
新
基
準
は
、「
教
員
組

大
学
設
置
基
準
の
改
定

大
学
の
自
治
に
制
約
、
教
育
研
究

の
劣
化
招
く

織
」「
事
務
組
織
」
の
規
定

を
無
く
し
、「
教
育
研
究
実

施
組
織
」
に
置
き
換
え
ま

す
。
教
育
研
究
に
責
任
を

負
え
る
の
は
、
学
術
的
専

門
性
を
も
つ
教
員
組
織
だ

け
で
す
。
教
員
組
織
を
無

く
し
、
責
任
を
曖
昧
に
す

る
改
定
は
、「
大
学
の
自

治
」
に
制
約
を
加
え
、
憲

法
23
条
の「
学
問
の
自
由
」

の
制
度
的
保
障
を
危
う
く

し
ま
す
。

　

ま
た
「
専
任
教
員
」
を

「
基
幹
教
員
」に
変
更
。
専

任
教
員
を
減
ら
し
非
常
勤
、

任
期
付
き
雇
用
の
教
員
に

置
き
換
え
。
身
分
は
不
安

定
化
し
、
教
育
研
究
の
質

の
低
下
を
招
き
ま
す
。
そ

再生可能エネ雇用者数
が増加

　国際再生可能エネ機関発表

　

国
際
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
関
に
よ
る
と
、
再
エ
ネ

部
門
で
直
接
的
・
間
接
的

に
雇
用
さ
れ
て
い
る
人
数

は
２
０
２
１
年
に
世
界
で

約
１
２
７
０
万
人
を
記
録

し
ま
し
た
。
12
年
か
ら
の

９
年
間
で
５
４
０
万
人
も

増
加
し
ま
し
た
。

　

産
業
別
で
最
多
は
太
陽

光
発
電
の
４
２
９
万
人
で
、

次
い
で
バ
イ
オ
エ
ネ
ル

ギ
ー
３
４
４
万
人
、
水
力

発
電
２
３
７
万
人
、
風
力

発
電
１
３
７
万
人
と
続
き

ま
す
。
全
体
の
雇
用
者
数

の
う
ち
最
多
は
中
国
で
、

総
雇
用
者
数
の
42
％
。
次

い
で
欧
州
連
合
と
ブ
ラ
ジ

ル
が
各
々
10
％
、
米
国
と

イ
ン
ド
が
７
％
で
す
。

　

再
エ
ネ
産
業
に
お
い
て
、

地
域
の
活
性
化
や
多
様
性

の
尊
重
な
ど
包
摂
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
る
必
要
が

あ
る
と
提
起
し
て
い
ま
す
。

が
大
幅
に
解
禁
さ
れ
た
」

「
国
内
向
け
の
全
国
旅
行

支
援
も
ス
タ
ー
ト
し
た
」

「
13
日
、東
京
都
の
新
た
な

感
染
者
は
４
３
３
８
人
。

２
日
連
続
で
前
週
の
同
曜

日
を
上
回
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

旧
統
一
協
会
問
題
。「
統

一
協
会
が
地
方
自
治
体
に

働
き
か
け
て
家
庭
教
育
条

例
を
作
ら
せ
て
い
る
」「
所

沢
で
は
市
長
が
会
合
に
出

席
し
て
話
を
し
て
い
る
。

今
後
行
か
な
い
と
も
言
わ

な
い
」「
日
本
会
議
と
一
緒

に
な
っ
て
家
庭
教
育
の
思

想
を
広
げ
よ
う
と
地
方
自

治
体
に
働
き
か
け
て
い

る
」「
11
日
、全
国
霊
感
商

法
対
策
弁
護
士
連
絡
会
は

旧
統
一
教
会
の
解
散
命
令

を
請
求
す
る
よ
う
国
に
申

し
入
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ノ
ー
ベ
ル
賞
。「
物
理
学

賞
は
『
量
子
も
つ
れ
』
と

呼
ば
れ
る
現
象
に
か
か
わ

る
画
期
的
な
実
験
手
法
を

歯
科
医
師
で
は
78
％
が
反

対
し
、
65
％
が
「
必
要
性

を
感
じ
て
い
な
い
」
と
答

え
て
い
ま
す
。

　

同
シ
ス
テ
ム
は
、
患
者

自
身
が
受
診
時
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
機
器
に

読
み
取
ら
せ
る
し
く
み
で

す
。「
カ
ー
ド
の
紛
失
・
漏

え
い
が
心
配
」（
71
％
）。

「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面
の

不
安
」（
67
％
）、「
設
備
投

資
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

上
の
負
担
」（
85
％
）
な
ど

の
懸
念
や
不
満
が
強
い
こ

と
も
判
明
し
ま
し
た
。

　

保
団
連
の
調
査
で
、
す

で
に
運
用
を
開
始
し
て
い

る
医
療
機
関
の
約
３
割
で

ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
て
い

ま
す
。

の
他
に
も
多
く
の
改
悪
。

　

改
定
の
背
景
に
は
、
経

団
連
が
め
ざ
す
社
会
「
ソ

サ
エ
テ
ィ
５
・
０
」に
向
け

た
人
材
養
成
が
あ
り
ま
す
。

大
学
を
就
職
予
備
校
化
し
、

「
教
育
と
研
究
を
一
体
で

行
う
」
と
い
う
大
学
に
し

か
な
い
特
性
を
失
わ
せ
ま

す
。
国
公
私
立
の
三
つ
の

全
国
的
な
大
学
教
職
員
組

合
が
施
行
の
見
送
り
を
要

請
し
て
き
ま
し
た
。
文
化

省
は
こ
う
し
た
声
を
真
摯

に
聞
く
べ
き
で
す
。

豪
２
人
に
勝
っ
た
。
素
晴

ら
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
雨
が
続
い
て
寒
暖
の

差
が
大
き
く
、
体
が
つ
い

て
い
か
な
い
」「
予
報
が
当

た
ら
な
い
日
も
多
い
」


